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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の遠隔に位置する資産を管理するためのリソースインベントリシステムであって、
　複数のデータレコードを含むリソースデータベースであって、各データレコードが、少
なくとも一つの遠隔に位置する情報システムが利用可能な資産を指定するとともに、前記
資産のステータスに関連する一つ以上の可変資産特性を含むリソースデータベースと、
　各データレコードの前記一つ以上の可変資産特性と、適格特性の所定のセットと、を比
較して、前記所定の適格特性を含むいずれかのデータレコードを適格なサブセットに割り
当てることによって、データレコードの適格なサブセットを定義するように構成された第
一の処理モジュールと、
　外部の検索エンジンから受信した前記データレコードの検索が、前記データレコードの
適格なサブセットだけに関して実行されるように制限するための制御手段と、
　所定の資産に関連する少なくとも一つの遠隔に位置する情報システムからデータメッセ
ージを受信するように構成された通信モジュールであって、前記データメッセージが、前
記所定の資産の前記可変資産特性の現在のステータスに関連する現在のステータス情報を
含む通信モジュールと、
　前記所定の資産に関連するデータレコードを、前記現在のステータス情報を用いて更新
するように構成された第二の処理モジュールと、を備え、
　前記第一の処理モジュールは、前記データレコード内の所定の資産の更新された可変資
産特性が、適格な特性の所定のセットを満たすか否かを判断し、且つ、前記更新されたデ
ータレコードの前記更新された可変資産特性が、適格な特性の所定のセットを満たす場合
に、前記適格なサブセット内の前記更新されたデータレコードを含むように構成されてい
る、リソースインベントリシステム。
【請求項２】
　前記第一の処理モジュールは、前記更新されたデータレコードの前記更新された可変資
産特性が、前記適格な特性の所定のセットを満たさない場合に、前記更新されたデータレ
コードを前記適格なサブセットから取り除くように構成されている、請求項１に記載のリ
ソースインベントリシステム。
【請求項３】
　前記第二の処理モジュールは、前記受信したデータメッセージに含まれている前記現在
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のステータス情報を用いて、前記所定の資産に関連するデータレコードを更新するための
データベースレコード更新命令を生成するように構成されている、請求項１に記載のリソ
ースインベントリシステム。
【請求項４】
　前記第二の処理モジュールは、可変カーネルプロセスアーキテクチャを備え、各カーネ
ルプロセスは前記データベースレコード更新命令を生成するように構成され、前記第二の
処理モジュールは、前記受信したデータメッセージの数に基づいて、リアルタイムで生成
された前記リソースデータベース更新命令の数を変えるために、前記第二の処理モジュー
ル内で作動している前記カーネルプロセスの数を変化させるように構成されている、請求
項３に記載のリソースインベントリシステム。
【請求項５】
　前記第二の処理モジュールは、
　各プロセッサがカーネルプロセスを実行する、並列に構成された複数のプロセッサと、
　前記複数のプロセッサの動作を制御するための制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記受信したデータメッセージの数に基づいて、各受信したデータメッ
セージに対するリソースデータベース更新命令をリアルタイムで生成するのに必要なプロ
セッサの数を判断して選択するように構成されている、請求項４に記載のリソースインベ
ントリシステム。
【請求項６】
　前記第一の処理モジュールは、
　前記データレコード内の所定の資産の更新された可変資産特性が、前記所定の適格な特
性を満たすか否かを判断し、且つ、
　前記更新された可変資産特性が、前記所定の適格な特性を満たす場合に、前記適格なサ
ブセット内の前記更新されたリソースレコードを含むための命令を含む、前記適格なサブ
セットを更新するための適格なサブセット更新命令を生成するように構成された命令ジェ
ネレータを備える、請求項１に記載のリソースインベントリシステム。
【請求項７】
　前記第二の処理モジュールは、
　前記少なくとも一つの遠隔に位置する情報システムに、前記少なくとも一つの遠隔に位
置する情報システムが利用可能な所定の資産に関連する一つ以上の可変資産特性を問い合
わせ、
　前記所定の資産に対する前記リソースデータベース内のデータレコードを生成し、且つ
、
　前記所定の資産の場合の受信した一つ以上の資産特性を前記データレコードに追加する
ように構成されている、請求項１に記載のリソースインベントリシステム。
【請求項８】
　前記通信モジュールは、
　前記受信したデータメッセージのフォーマットが、前記第二の処理モジュールの処理条
件に適合しているか否かを判断し、且つ、
　前記受信したデータメッセージのフォーマットを、前記第二の処理モジュールの前記処
理条件に適合するフォーマットに変換するように構成されている、請求項１に記載のリソ
ースインベントリシステム。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの遠隔に位置する情報システムからの前記データメッセージは、一
つ以上のグローバル構成パラメータを含み、前記一つ以上のグローバル構成パラメータは
、後の前記少なくとも一つの遠隔に位置する情報システムとのデータ交換の特性を定義し
、前記通信モジュールは、前記受信した一つ以上の構成パラメータと、前記少なくとも一
つの遠隔に位置する情報システムが利用可能なリソースに関連する前記リソースデータベ
ースに含まれているすべてのデータレコードを関連付けるように構成されている、請求項
１に記載のリソースインベントリシステム。
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【請求項１０】
　前記通信モジュールは、独立した電源を有するとともに、前記リソースデータベースと
、前記第一の処理モジュールと、前記第二の処理モジュールと、前記制御手段とに作動可
能に結合されている独立したハードウェア内に構成されている、請求項１に記載のリソー
スインベントリシステム。
【請求項１１】
　前記第一の処理モジュールは、前記データレコード内の所定のリソースの前記更新され
た可変資産特性が、所定期間後に、前記適格な資産の所定のセットを満たすか否かを判断
するように構成されている、請求項１に記載のリソースインベントリシステム。
【請求項１２】
　前記第一の処理モジュールは、前記データレコード内の所定のリソースの前記更新され
た可変資産特性が、データメッセージの各受信時に、前記適格な資産の所定のセットを満
たすか否かを判断するように構成されている、請求項１に記載のリソースインベントリシ
ステム。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記データレコードの適格なサブセットを外部の検索エンジンに出力
するように構成されている、請求項１に記載のリソースインベントリシステム。
【請求項１４】
　複数の遠隔に位置する資産を管理する方法であって、
　複数のデータレコードを含むリソースデータベースを生成するステップであって、各デ
ータレコードが、少なくとも一つの遠隔に位置する情報システムが利用可能な資産を指定
し、および前記資産のステータスに関連する一つ以上の可変資産特性を含むステップと、
　各データレコードの前記一つ以上の可変資産特性を適格な特性の所定のセットと比較し
て、所定の適格な特性を含むいずれかのデータレコードを前記適格なサブセットに割り当
てることによって、データレコードの適格なサブセットを定義するステップと、
　前記データレコードの適格なサブセットに関してだけ実行されるように、外部検索エン
ジンから受信したデータレコードの検索を制限するステップと、
　所定の資産に関連する前記少なくとも一つの遠隔に位置する情報システムからデータメ
ッセージを受信することであって、前記データメッセージが、前記所定の資産の前記可変
資産特性の現在のステータスに関連する現在のステータス情報を含むステップと、
　前記現在のステータス情報を用いて、前記所定の資産に関連するデータレコードを更新
するステップと、
　前記データレコード内の前記所定の資産の前記更新された可変資産特性が、前記適格な
特性の所定のセットを満たすか否かを判断するステップと、
　前記更新されたデータレコードの前記更新された可変資産特性が、前記適格な特性の所
定のセットを満たす場合に、前記適格なサブセット内に前記更新されたデータレコードを
含むステップと、
を含む方法。
【請求項１５】
　一つ以上の遠隔に位置する資産保管場所に分散された資産を利用する電子担保化検索エ
ンジンの効率を向上させる、コンピュータが実施する方法であって、担保提供者の前記遠
隔に位置する資産のアセットレコードのデータベースから、担保提供者の一つ以上の所定
の閾値基準を満たすアセット特性を有するアセットレコードのサブセットを選択するステ
ップと、担保受取者のクエリに一致する担保提供者のアセットレコードの受取検索を、前
記担保提供者のアセットレコードのサブセットに限定するステップを含む方法。
【請求項１６】
　前記一つ以上の遠隔に位置する資産保管場所からデータメッセージを受信するステップ
であって、前記データメッセージが、一つ以上のアセットレコードに関連する更新された
ステータス情報を含むステップと、
　前記受信したデータメッセージに関連する前記一つ以上のアセットレコードを、前記更
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新されたアセットステータス情報によって更新するステップと、
をさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記更新するステップは、前記データメッセージの受信時に実行される、請求項１６に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記更新するステップは所定期間後に実行される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　複数の遠隔に位置する資産を管理するためのアセットインベントリシステムであって、
　複数のアセットレコードを含むアセットデータベースであって、各アセットレコードが
、少なくとも一つの遠隔に位置する資産保管場所が利用可能な資産を指定し、および前記
資産のステータスに関連する一つ以上の可変資産特性を含むアセットデータベースと、
　各アセットレコードの前記一つ以上の可変資産特性と、適格特性の所定のセットとを比
較して、前記所定の適格特性を含むいずれかのアセットレコードを適格なサブセットに割
り当てることによって、アセットレコードの適格なサブセットを定義するように構成され
た第一の処理モジュールと、
　外部の担保化検索エンジンから受信した前記アセットレコードの検索が、前記アセット
レコードの前記適格なサブセットだけに関して実行されるように制限するための制御部と
、
　所定の資産に関連する前記少なくとも一つの遠隔に位置する資産保管場所からデータメ
ッセージを受信するように構成された通信モジュールであって、前記データメッセージが
、前記所定の資産の前記可変資産特性の現在のステータスに関連する現在のステータス情
報を含む通信モジュールと、
　前記所定の資産に関連するアセットレコードを、前記現在のステータス情報を用いて更
新するように構成された第二の処理モジュールと、を備え、
　前記第一の処理モジュールは、前記アセットレコード内の前記所定の資産の更新された
可変資産特性が、適格な特性の所定のセットを満たすか否かを判断し、且つ、前記更新さ
れたアセットレコードの前記更新された可変資産特性が、前記適格な特性の所定のセット
を満たす場合に、前記適格なサブセット内の前記更新されたアセットレコードを含むよう
に構成されている、アセットインベントリシステム。
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